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１　はじめに

　平成20年に小学校学習指導要領が改訂され、

平成21 ・ 22 年の移行期を経て、今年度から全面

実施となった。第３期の生活科のスタートが切ら

れた。第３期生活科においては、生活科の趣旨や

理論の構造化。明確化が配慮されると共に、「気

付きの質を高める」がキーワードとなった。また、

教科目標は、変更ないが、学年目標に１項目追加

され、学年目標（3）として、「自分自身に関する

こと」を定めた1）。これらは、平成15年に愛知

県岡崎市で開催された全国小学校生活科。総合的

な学習教育研究協議会全国大会以来、三河地区各

地で、気付きの質の高まりや自分自身の気付きの

大切さを地道な実践研究を通して明らかにしてき

たことが、確かな手応えとして中央にも伝わり、

改訂の柱になったことは間違いのないことであ

る。

　さて、全国的には、「気付きの質を高める」実

践研究が移行期から進められてきている。三河地

区では、今、求められている「考える力」や「コ

ミュニケーション能力」の育成などの教育の課題

を見据えて、新たな実践研究を積み上げていく必

要があると考えた。

　平成18年の学校教育法の一部改訂を受け、平

成20年１月の中央教育審議会「答申」では、学

習指導要領改訂の基本的な考え方の一つに、学力

の３要素の一つとして注目をされている思考力・

判断力・表現力等の育成があげられた2）。国の方

針として、これからは「考える力」の育成を目指

していると言えよう。

　そこで、平成22年秋から三河教育研究会の生

活科部会関係者と数回にわたる検討会をもち、平

成23年８月初旬に豊橋で開催された愛知県生活

科研究大会において、より子どもの「思考」を見

取ることに重点を置いた新たな理論の骨子を発表

したのである。まだまだ変更の余地のある理論で

あるので、この理論を基にした実践研究の成果か

ら、この理論を磨き、実践研究の積み上げを期待

している。

　本研究報告は、平成23年度に三河地区の10市

で参観した16の生活科授業から、三河地区の生

活科学習の現状と課題を明らかにしたい。

n　対象とした16の生活科授業の全体的

　な傾向

平成23年度に参観した愛知県内の生活科の授業

（順に授業番号・参観月日・学校．学年・単元名）

①６月１日（水）愛知教育大学附属岡崎小学校

　１年「じぶんだけのいろとかがやきを！

　　　　とっておきのびかびかどろだんご」

②６月10日（金）豊田市立矢並小学校

　２年「ぼくの・わたしのスーパーカーを作ろう」

③６月21日（火）田原市立東部小学校

　１年「がっこうだいすき！

　　　　TOB２９たんけんたい」

④６月23日（木）ﾒ|」谷市立小垣江小学校

　２年「大すき！おがきえっ子やさい」

⑤７月４日（月）高浜市立港小学校

　１年「なつとなかよし（シャボン玉遊び）」

⑥７月７日（木）豊川市立御油小学校
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　２年「レッツゴー！町たんけん

　　～みんなの知ってる？こうえんのヒミツ～」

⑦９月15日（木）豊橋市立岩西小学校

　２年「みんなで行こう！　岩西のおみせやさん」

⑧10月18日（火）安城市立高棚小学校

　２年「知りたいな、おじいさん．おばあさんの

　　　　えがおのひみつ」

⑨10月26日（木）豊橋市立岩西小学校

　２年「ガンバ！ビッグスマイルだいこん作り」

⑩10月27日（金）田原市立東部小学校

　２年「もっとよくしよう！

　　　　風・ゴム．磁石　けんきゅうじよ！」

⑨l1月７日（月）安城市立今池小学校

　１年「あきとなかよし」

⑩l1月24日（木）ﾒ|」谷市立双葉小学校

　２年「めざせ！ロケットマスター！」

⑩l1月29日（火）碧南市立大浜小学校

　１年「あきみつけ　～種っておもしろい～」

⑨12月１日（木）西尾市立中畑小学校

　１年「カレーパーティーをしよう」

⑩１月23日（月）岡崎市立六ｯ美西部小学校

　２年「おいしい大根を育てよう」

⑩１月30日（月）安城市立今池小学校

　２年「はっけん　くふう　おもちや作り」

表１　全体的な傾向

＊「主な生活科の内容」のO数字は、生活科の

　９つの内容（l）学校と生活、（2）家庭と生活、（3）

　地域と生活、（4）公共物と公共施設の利用、（5）

　季節の変化と生活、（6）自然や物を使った遊び、
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(7)動植物の飼育・栽培、(8)生活や出来事の交

流、(9)自分の成長に対応している。

　第１学年６授業、第２学年10授業である。　１

学期が６授業、２学期が８授業、３学期が２授業

となった。表１より、「主な生活科の内容」では、

内容（6）自然や物を使った遊びに関する授業が８

つと半数を占めた。また、「主な活動」では、「発

表し合う」「紹介し合う」「話し合う」などの言

語活動がほとんどを占めている。「主な手立て」

では、思考を促す手立てとして、「比較」が多く

の授業をで用いられている。このことから、三河

地区での生活科の授業、特に校内研究授業や研究

発表会時の公開授業では、言語活動と中核にし。

　「比較」という手法を用いた考える授業が展開さ

れていると言えよう。これらは、今次教育課程の

改訂の柱となった思考力・判断力。表現力などの

育成や言語活動の充実などに対応している。

　ただ、「思考力」というと、とかく生活科では

理科学習へのつながりを意識したおもちゃづくり

をイメージする。先に述べた16授業の中で８授

業が、内容（6）自然や物を使った遊びに関した授

業を公開していることにも表れている。

Ⅲ　子どもが考え始めるには

　子どもの「考える力を育てる」と言っても、科

学的な授業を展開することではない。まずは、生

活科の原点に戻ってみたい。

　２年ほど前になろうか、ある高校生向け大学及

び研究室紹介のHPを作成している会社から取材

を受けた。「生活科を一言で言うと」という質問

に、「生活科は、すべての教科の学びの基礎です」

と回答した3）。

　今さら言うまでもなく、生活科では、決められ

た多くの知識を詰め込む教育でなく、体験を重視

して、子どもの主体性を育成することを大切にし

ている。すなわち、授業だけの学びでなく、授業

で取り上げたことを学校の休み時間はもちろん、

放課後や休日に、家庭や地域でもその延長線上で、

主体的に学ぶ姿を期待している。そうすれば、義

務教育が終わっても、大学に人学しても、社会人

になっても、主体的に学べる資質や能力を養うこ

とができると考えられたからである。主体的に学

ぶとは、自ら考え判断することにほかならない。

このような生涯に渡って学び続けることができる

力の育成を目指す理念のもとに設置されたのであ

る。

　主体性の育成を目指す生活科では、子どもの思

いや願いを大切する。単元や授業の始めに、教師

が、「○○しましょう」と投げかけるのでなく、

子どもから、「○○してみたい」という思いや願

いを引き出すような環境づくりが必要である。

　例えば、野菜の栽培では、野菜づくりに堪能な

地域の方の話を聞いたり、近くの苗屋さんを見学

したり、野菜に関する絵本を読んだりして、「ぼ

くは、お母さんも大好きなミニトマトを育てたい」

　「私は、ナスが嫌いだけど、自分で育てて好きに

なりたい」などといった思いや願いを抱くのであ

る。実際に、野菜が嫌いだった子どもが、自分の

思いや願いの実現に向けて、苦労しながら愛情を

込めて世話をして育てた野菜を食べられるように

なった事例は、これまでにいくつもある。

　このように考えると、生活科の単元づくりや授

業づくりは、子どもの思いや願いに基づく意欲を

柱にして考えることが重要である。「これは、ほ

んとうに子どもがやりたい活動なのか」「教師側

の都合でやらしてしまっているのではないのか」

と常に自問自答してみる。なぜなら、子どもは、

自分ごとでないと、本気で（主体的に）考えよう

とはしない。「本気で考える」とは、子どもが、

学習対象に対して自らの思いや願いをもったと

き、すなわち、学習対象に対する関心・意欲が高

いときだからである。また、考える状況に子ども

を立たせれば、今回の改訂でキーワードとなって

いる気付きの質は、自ずと高まるであろう。

　ここで整理すると以下のようになる。

・考える状況に子どもを立たせれば、自ずと気付

　きの質は高まる。

・自分ごとでないと、子どもは、本気で考えよう

　とはしない。本気で考えるとは、自らの思いや

　願いをもったとき、すなわち関心・意欲が高い

　とき

。生活科の単元づくりや授業づくりは、子どもの
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意欲を柱にして考える。

Ⅳ　子どもの思いや願いを中心に据えた授

　業を

◆　公開授業の本時の授業をどうするか

　Ⅱ及び表１で示した授業番号⑨（豊橋市）と授

業番号⑩（田原市）で参観した授業を取り上げる。

外部から講師を招いての授業研究会や研究発表会

当日の公開授業では、遅くとも１週間前、早けれ

ば、ひと月以上も前から公開日の本時を構想して、

学習指導案を作成することになる。　どの教科でも

基本は、子どもの意識の流れに添って、授業の展

開を考えていく訳だが、特に、低学年の子どもを

対象とする生活科では、ひと月も先のことは、な

かなか予測することが難しく、ややもすると公開

日の本時案に合うように前時まで、子どもを引っ

張ってきてしまったり、安全策で発表会の授業に

してしまったりすることがある。これでは、せっ

かくの公開授業の価値が下がってしまう。公開直

前まで、子どもの意識の流れを掘り起こし、授業

に臨みたいものである。

　　　こんを比べることで、もっとビックなだい

　　　こんを作ろうとする意欲を高めることがで

　　　きる。

展開：自分のだいこんとBさんのだいこんを比べ

　　　て、葉が大きくて緑が濃い。虫が少ないな

　　　どの事実から、その理由を考える。

　　　　　　　↓

　　　自分のだいこんを大きくするためにどうし

　　　たらいいのか考える。

　　　・肥料　・虫取り　・日当たり　など

　　　　　　　↓

　　　これから頑張りたいことを書く。

　しかし、かなり前に構想した案は、大根の成長

に合わなくなっており、当然、子ども意識の流れ

とは違っていた。そして、思い切って本時を次の

ように変更した。

目標：Bさんの畑に行って、見てきただいこんの

　　　様子やBさんから聞いてきた話を出し合っ

　　　たり、友達の思いやBさんの話を聞いたり

　　　しながら、今後、自分のだいこんをどのよ

　　　うに育てるか考え決めることができる。

　以下に取り上げる２例は、事前に配布された本

時案を大幅に変更し、子どもの意識の流れに添っ

た展開に勇気をもってした事例である。

◆　大根は１本にするか２本にするか？

　10月26日に、豊橋市教育委員会から３年間の

委嘱で、岩西小学校が、地域連携研究発表会を開

催した。A先生は、２年３組の担任である。　３年

間、学校研究の中核となり推進してみえた。　２年

３組は、単元「ガンバ！ピックスマイルだいこん

作り」で授業公開することになっていた。夏野菜

作りで、子どもたちは、収穫の喜びを感じた一方

で、市販の野菜と比べて、小さかったり、形が悪

かったりいたことには不満を感じていた。そこで。

　「店で売っているくらいの大きなだいこんを作り

たいな」という願いをもとに、地域で農業を営む

Bさんとかかわりながら、栽培を進めてきた。

　事前に郵送されてきた「授業案集」では、次の

ような本時の構想になっていた。

目標：畑や肥料袋のだいこんとBさんの畑のだい

展開：Bさんのだいこんと比べて、大きさは同じ

　　　くらいで安心した。肥料袋の中のだいこん

　　　は、同じように育だないと言っていたよ。

　　　　　　↓

　　　肥料袋の中のだいこんを１本にするか、２

　　　本にするか話し合って考える。

　　　　　　↓

　　　Bさんの話を聞いて考える。

　　　　　　↓

　　　１本にするか２本にするか理由を添えて振

　　　り返りを書く。

　以前の構想に比べて、話し合う内容が、具体的

で低学年の子どもに合った自分ごとになってい

る。座席表には、「１本派」が24人、「２本派」

が６人、そして、それぞれの理由が書かれていた。

各自の肥料袋で育てている大根を１本にするか２

本にするかは、まさに自分ごとであり、子どもた

ちは、自分の考えをもとに発言し、盛り上がった

授業となった。最後に、隣の教室の前あたりで、

授業の様子を見守ってみえたBさんの姿を見つけ

た子どもが、手を引いて教室にBさんを連れてき
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た。Bさんと子どもたちの距離の近さを実感する

場面であった。Bさんは、子どもたちが真剣に考

えている様子を誉め、どちらでもできる内容で話

をまとめられた。以下は、「２本派」のC児の振

り返りである。

　話し合いを通して、自分の大根に対する愛着や

　｢かぞくみんなで食べたい｣という思いがますま

す深まり、これからも大切に世話をしようという

気持ちが高まっている。子どもの意識の流れを把

握し、本時を変更したからであろう４)。

◆　体育館で場所決め！

　田原市立東部小学校では、田原市教育委員会か

ら３年間の研究指定を受けて、研究主題「体験を

もとに学び合い、考えを深める子を目ざして」と

して、実践研究を進め、平成24年l1月１日に研

究発表の予定である。 10月27日に校内研究授業

を行った。

　２年生担任のD先生は、田原市の生活科教育の

中核的な存在である。風・ゴム・磁石を使ったお

もちゃづくりの単元を構想し、実践してきた。事

前に送られてきた本時の構想は、保育園児を招い

ての「おもちゃまつり」に向けて、班ごとに説明

をして、分かりやすい説明かどうかをみんなで考

える。その後、友達の意見を聞いて、班で話し合

が、つくったおもちゃを展開するかであるとD先

生は考え、思い切って本時の構想を変更した。各

班の活動場所は、ややもすると教師が勝手に決め

てしまい、せっかく子どもたちが、考え判断する

機会を奪ってしまいかねない。

　まず、９つの班が、体育館の中で、自分たちの

やりたい場所に、移動し、看板や道具などの準備

をした。その後、いくつかの問題が出てきた。例

えば、「磁石を利用した魚つり」の班と「風を利

用した車」の班は、いずれも体育館の入り口付近

に陣取っていた。風を送りながら車を追って来る

と、魚つりを待つ列に突っ込んで行ってしまう。

　「どうしたらいいだろう」、子どもたちにとって、

切実な問題である。「魚つりを待つ列を体育館の

壁に添って、並ぶようにしてはどうか」、「車の

方は、この線からスタートして、この線で折り返

して、こちらにゴールすれば、ぶつからないし、

次の班にも行きやすいよ」など、現場を見て、実

際に列をつくったり、車を走らせたりしながら真

剣に考えることができていた。この授業を位置付

けたことで、学級全体で、保育園児を招いての「お

もちゃまつり」を成功させようという思いが高ま

っていったと感じた5）。

　教師が授業のしやすい場面を公開授業に位置付

けるのでなく、子どもの意識の流れをつかむアン

テナを常に高く上げ、子どもにとって切実感のあ

る話題（自分ごと）で、授業を構想すれば、自ず

と子どもが、本気で考え合う授業が展開できるこ

とを忘れてはならない。

V　授業のどこで、子どもの思いや願いを

　深めるか

◆　聴き合い．響き合う授業づくり
い説明の仕方を決定するといった展開であった。

このような展開の授業は、これまでも数回参観し

たことがあるが、なかなか意見がかみ合わず、そ

れほど深まりのない展開となる。各班の説明は、

準備されたものであり、子どもたちにとって、そ

れほど切実感があるものではないのが実状であっ

たように思う。

　子どもたちにとって、切実感のあることは、説

明の内容でなく、体育館のどこで、それぞれの班

　教師になって１・２年目の若い先生方の授業も

いくっか参観した。授業番号⑥（豊川市）の授業

を取り上げる。

　御油小学校では、「聴く」をベースにして、平

成20年から、実践研究に取り組んでみえる。「聴

き合う」とは、相手を受け入れ認めること、「響

き合う」とは、心がふれあい共感し互いに高め合

うことと定義している。「聴く」ということは「考
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える」ことであり、私自身も最近、大切にしたい

と思っていることの１つである。

◆　教材は身近な公園

　御油は、東海道の宿場町として発展した。当時

の松並木が今でも保存されている。校区には、公

園が多く、E先生は、そのうち７つの公園を教材

として選んだ。

　生活科における教材化の視点は、まず身近であ

ること。学校の授業だけでなく、下校後や休日も

その学習対象とかかわれることが大切である。次

に、子どもの生活との結び付きが強いこと。繰り

返しかかわる中で、その学習対象への愛着が次第

に高まり、自分ごととしてかかわって行くことが

できるからである。

　まずは、７つの公園を学級全員で回った。子ど

もたちに共通の基盤をつくるためである。その後、

26人が、自分の関心のある公園を１つ決めて、

探検を繰り返すのである。単元構成のキーワード

は、「フシギ」と「ヒミツ」である。公園を探検

して、「フシギ」を探す。それを「ヒミツ」とし

てまとめ発表する。「ヒミツ」をかかわり合わせ

る中で、次なる「フシギ」が見えてくるのである。

まさに、本校の研究テーマに沿った「聴き合い・

響き合う」展開が可能になる。

　また、公園を遊びの視点だけでなく、「もの（遊

具や建物）」「ひと（公園にいる人。遊び方）」「し

ぜん（植物・昆虫）」を探検の視点としている。

教室には、壁面という壁面に各公園ごとに調べた

ことが、先の３つの観点で色分けしたカードにき

ちんと整理して貼られていた。

◆　本時の授業では

　授業は、23時間扱いの単元の22時間日であっ

た。新任でこの長い単元を構成しよく進めてきた

ものである。パソコンを駆使した公園クイズから

始まり、公園への思いを掘り起こした。子どもた

ちは、「松の本の根元」「切り株」「U字構」を見

ただけで、どの公園か正解を出すのに驚いた。授

業以外でも子どもたちが公園とかかわっているこ

とがよく分かった。

　そして、本時は、「まつなみき公園」と「ふる

さと公園」を調べたグループの発表とそれをもと

にした質疑で展開されていった。発表も上手で、

質問も数多く出された。板書も前夜、同学年の先

生方と模擬授業をしながら練ったものであった。

　「ふるさと公園」班の発表の中に、公園のプレー

トにかかれた昔遊びを実演する場面があった。６

人の子どもたちが「かごめかごめ」を始めるとE

先生もさっと子どもだちと手をつなぎ回り始め

た。「後ろの正面だーれだ」のときには、E先生

が後ろに。鬼の子どもは驚き、教室全体がわいた。

研究授業にもかかわらず、さっと子どもの輪に入

ることができるE先生。　日ごろから子どもと一体

になって生活している様子がよく分かった。授業

は、学習指導案どおり進み、ほぼ時間どおり終わ

った。新任教師としては、合格点だったかもしれ

ない。　しかし、何か表面的な展開に物足りなさを

感じた。

◆　どこで深めるか

　２つの公園、３つの観点、それをこなすことだ

けにおぼれてしまったのではないか。

　例えば、「まつなみき公園」の発表では、発表

者のF児が、まつなみき公園の近くに新しい公園

が造られていることを知らせた。G児がそれを聞

いて、「Fさんは、新しい公園ができたら、どっ

ちの公園で遊びますか」と質問した。F児は、「ま

つなみき公園です」と答えた。ここは、深めどこ

ろだったと感じた。教師が、「もし、みんなの調

べている公園の近くに新しい公園ができたら、ど

っちで遊びますか」と問いかけ、その反応に対し

て、訳を尋ねたら、それぞれが調べた事実や公園

への愛着をもとに、意見が交わされ、きっと盛り

上がりが見られたと思うがどうであろうか。

　また、「ふるさと公園」の発表では、H児が、

公園を一周すると３時間程度かかる大変広い公園

の中に、ごみ箱が１つもないことを「ヒミツ」と

して発表した。ここもほかの公園とのかかわらせ

どころである。教師が、「ほかの公園はどうなの

か」「ごみ箱はあった方が便利でないのかな」な

どと揺さぶることによって、公園の公共性や管理

・維持する人の存在やその必要性にも子どもたち

の目が向いていったのではないだろうか。
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　要するに、単なる発表そして質問でなく、どの

事実に焦点を当てることによって、子どもの学び

が深まっていくのかを絶えずアンテナを高くあ

げ、敏感に感じて、子どもと真剣勝負をしていく

と言う「どきどき感」をもって授業に臨む姿勢が

大切である。学習指導案はあくまで「案」である。

また、時間的にゆとりをもった展開を考えておか

ないと、子どもの興味深い発言にからめて深めて

いくこともできなくなる6）。

VIr話し合い」の授業

◆　生活科の学びの高まり

　　「聞き合う」「紹介し合う」「発表し合う」「教

え合う」「話し合う」と表現やそのレベルは様々

であるが、十分な体験を基にして、一人一人が自

分の考えをもち、それを出し合いながら、さらに

考えを深めて行こうとする授業を数多く参観でき

た。体験はもちろん生活科で行う訳であるが、国

語科や日々の学級経営の中で、聞いたり話したり

する積み重ねが重要である。

　思いや願いをもって、体験をすれば、自分なり

の感じ方や考えをもつことができる。それを上手

に言葉にできる子もいれば、漠然としていてなか

なか言葉にできない子もいる。それぞれの感じ方

や考えを出し合うことで、同様に感じ方や考えに

触れ自信をもったり、違った感じ方や考えを知る

ことで自分の感じ方や考えをよりはっきりさせた

りできる。あるいは、考えを広げたり深めたりす

ることができる。たとえ、発言しなくてもしっか

り聞いていれば、上記の状態に至るのは可能であ

ろう。このように、体験とそれを基にした意見交

換の場を適切に位置づけることで、生活科の学び

は高まっていく。

◆　いつごろから「話し合い」は可能か

　平成23年度版教科書採択占有率で６割以上を

占める光村図書の国語科の教科書によると、４人

に班での話し合いが登場するのは、第２学年の後

半である7）。ただ、生活科学習指導案では、班だ

けでなく学級全体で「話し合う」「話し合わせる」

などと本時の目標や学習活動、教師の支援によく

書かれている。要するに、国語科より先行してい

る訳である。体験をベースに置いているので、あ

る程度の先行は可能であるかと思われるが、発達

段階には十分に留意する必要があろう。

　授業番号⑩（西尾市）の授業を取り上げる。　J

先生は、教職２年目で初めて１年生を担任された。

発表に仕方などの学習規律、学級掲示など初めて

の１年生担任とは思えない学級経営をされている

と感心した。授業は、秋から栽培してきたジャガ

イモをどのようにして食べるかをみんなで話し合

い決定し、４．５名の班ごとにカレーを作って食

べることになった。子どもたちは、個々に家庭な

どで取材し、ジャガイモ以外にどんなものを具材

として入れるか決めている。一人100円の予算、

すなわち班で400～500円以内で、カレーの具材

を班ごとに決める授業を参観した。各班には、本

物の鍋が用意されていた。また、各班の子どもが

入れたいとワークシートに書いた野菜や肉類など

が、話し合いやすいように100円単位にして、例

えば、「ニンジン２本で100円」「ぶたこま肉100

グラムで100円」など絵カードなどで用意されて

いた。本時の目標は、「カレーパーティーに向け

て、入れたい具材を班で話し合うことができる」

とされていた。当然、一人一人が取材し、人れた

い具材が違うため、予算の範囲に収まらない。そ

こで、話し合って、自分の入れたい理由を班員に

納得させたり、バランスや彩りなどを考えたりし

て４種から５種に決める訳である。興味深い授業

場面であると思う。ただ、実際は、なかなか話し

合いがかみ合わなかった。決定的な理由がなかな

か出されず、じやんけんをしたり、発言力の強い

子が強引に決めてしまったりしていた。J先生は、

かなりの準備をしてみえたが、１年生の12月始

めという時期に、班ごとの話し合いは少し早いの

ではなかったか。

　次に、授業番号⑧（安城市）の授業を取り上げ

る。K先生は、教職８年目であるが、低学年は数

回担任されている。　２年生が、町探検で訪問した

デイサービスセンター「あんだんて」に、めあて

を新たにしながら繰り返し訪問し、交流する中で、

自分や相手のよさに気付かせようとすることをね

らった単元である。
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　参観した授業は、お年寄りを喜ばせたいと計画

を立て、「あんだんて」に２度目の訪問をし、各

自で振り返りを行った後の授業である。まずは。

　「あんだんて」のスタッフのLさんから、先回の

訪問後のお年寄りの様子について話を聞いた。そ

の後、「お年寄りをもっと笑顔にするための工夫

をしよう」という課題を確認し、４・５名の班で

の話し合いとなった。具体的な体験をしているの

で、「Pさんのために、ボーリングの玉を大きく

したい」「Qさんが持ちやすいように、釣り竿を

太くしよう」などの意見が出た。何か疑問が出る

とスタッフのLさんを班に呼んでアドバイスをも

らっていた。また、担任のK先生が、２度目の訪

問の班ごとの問題点を分析したものをまとめた

　「アドバイスカード」を適切なタイミングで示す

ことで、有効な話し合いが進められていた。

　先の授業番号⑩の事例との違いは、１年生の12

月と２年生の10月という約１年の違いと具体的

な体験に基づいた話し合いであることであろう。

また、Lさんの励ましに触発されて、子どもたち

が、「もっとお年寄りを笑顔にしたい」という意

欲の高まりがあったためだと考える。

　さて、「聞き合い」「話し合い」などは、一人

一人の子どもの言語力を高めておく必要がある。

それには、まずは、ペアでコミュニケーションを

取るところから始めたい。光村図書の国語教科書

でも１年生の５月ごろに、「ふたりで　おはなし」

という小単元があり、絵を見ながら、「なにが

いますか？」「さるが　います。」「どこに　いま

すか？」「きの　うえに　います。」といったや

りとりをする内容が載っている8）。小学校入学当

初からペアで対話できる能力を高めてから、４人

の班、そして学級全体へと発達段階を追って、「話

す・聞く力」を高めていく必要があろう。

◆　板書力と発問力

　話し合いなどから、子どもの考える力を育てる

授業を構成するときに必要になるのは、教師の「板

書力・発問力」である。これは、「教師の言語力」

と言ってもよいであろう。電子黒板が徐々に普及

していると言っても、教室の前面には大きな黒板

があり、最大の教具と言える。特に、話し合いの

授業では、黒板を効果的に活用するかどうかで授

業の善し悪しが決まると言ってもよいであろう。

授業番号⑥⑨⑩などの授業は、綿密な板書計画が

立てられていた。本時の授業案ができたら、それ

を基にして、板書計画を作成し、実際に教室で黒

板にかいてみる。そして、そのような板書に果た

してなるのかという観点から、足りない部分を明

確にし見直していく。その際、当然、具体的な授

業場面を想定して、言葉かけの吟味をすることに

なろう。子どもが自分ごととしてとらえている学

習対象と教師の発問、板書によって、子どもの思

考は深まり、互いに絡み合っていくものであろう。

Ⅶ　おわりに

　気付きの質を高める授業づくりから、子どもの

考える力を育てる授業づくりへと三河地区の生活

科授業の重点は移りつつある。本稿でも述べたが、

その基本は、子どもの思いや願いを大切にし、子

ども理解に努めることである。子どものつぶやき

に耳を傾け、子どもとの対話を大切にすることこ

そ考える力を育てる基礎となると考える。

－166 －


